
合併前の3社の業務がそのままに

　タイにおける日本製鉄グループの
中核企業として自動車向け鋼板や
缶詰用ブリキを製造するNS-Siam 
United Steel（以下、NS-SUS）
は、バックオフィスシステムのSAP 
ECC6.0をSAP S/4HANAにアッ
プグレードするのに合わせ、財務管
理、管理会計、在庫購買管理の業
務プロセスを全面的に再設計した。
Information & Communication 
Technology DivisionでGeneral 
Managerを務める古澤悠氏は、シ
ステムのグレードアップだけでなく、
業務プロセスの再設計まで実施し
た理由について、次のように説明す
る。「タイの日本製鉄事業会社3社が
合併したNS-SUSでは、バックオフィ
スシステムとしてSAP ECC6.0を
導入していましたが、業務プロセス
は旧3社のまま残っていました。そ
のため、同じ種類のデータなのに、
粒度が旧3社のプラントごとに異な
るなど、各プラントのデータを単純
に比較するだけでも手作業による加
工が必要な状態でした」。
　そこでNS-SUSは、SAP ECC6.0
のサポートが2025年末に終了する

ことを機に、SAP S/4HANAの最
新機能を活用した「全社共通の業務
プロセス」を再設計し、ERPシステム
をゼロから構築するグリーンフィー
ルド型アップグレードを実施するこ
とにした。

業務プロセスの共通化を真摯に議論

　このプロジェクトには、タイにおけ
る製鉄業の業務知見が豊富なThai 
NS Solutions（以下、ThaiNS）と、グ
リーンフィールド型アップグレードで
豊富な実績を有し、NSSOLグルー
プの資本業務提携先としてタイ国内
におけるSAP ERPの導入を手掛け
てきたRound Two Solutions（以下、
Round2）が導入パートナーに選ば
れた。古澤氏は、「グループ企業とい
うこともありますが、ThaiNSには
プラントの生産管理システムとERP
との連携に知見があり、システムメ
ンテナンスや関連するサポートを緻
密にやってもらえる点を評価しまし
た」と語る。
　プロジェクトがスタートした後の
ThaiNSの働きぶりも好評だった。
「全社共通の業務プロセス設計は
難しい作業でしたが、ThaiNSは旧
システムユーザーの要望を単にすく
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向上した。同システムをタイ国内のグループ企業にも横展開する考え。
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い上げるのではなく、最終的に1つ
の業務にするにはどういう形がい
いのかを提案してくれました。それ
を基に私たちICT部門、ThaiNS、
Round2、ユーザー部門でよく議論
し、最終的に1つの業務プロセスをま
とめ上げられました。こうした議論
の進め方やコンサルティング力が非
常に私たちの助けになりました」と
古澤氏は振り返る。
　S y s t e m D e p a r t m e n t の
Department Managerである
Chalidda Buasuk氏も、ThaiNS
の仕事ぶりをこう語る。「ThaiNSは
SAP S/4HANAに関する知見が豊
富だと感じます。例えば業務上の課
題を解決しようとするときに、標準
のこの機能をこう使えば解決できる
と具体的に提案してもらえるので、大
変助かりました」。新システムでは標
準機能の積極的な利用が進められ
たため、以前は約220あったアドオ
ン機能が100程度まで削減された。

業務効率とデータ活用力が向上

　新システムと業務改革の成果は
大きい。新システムのユーザーで

あるProcurement Department 
ManagerのKanokwut Kaewsri
氏は「数値的な改善効果が明らかに
なるのはこれからですが、体感的に
業務が非常に楽になったと感じてい
ます。購買部門では、S/4HANAの
ワークフローや電子署名の機能によ
り、発注書の承認フローがかなり簡
単になりました」と話す。
　財務会計部門のユーザーである
M a n a g e r i a l  A c c o u n t i n g 
D e p a r t m e n t  M a n a g e r の
Unyanat Na-Lampang氏も、「会
計業務において、ERPからBIツール
に直接データを移行できるようにな
り、データ分析に関する作業負荷が
大幅に軽減しました。旧3社のデー
タを容易に収集し、比較できるよう
になりました」と喜ぶ。
　NS-SUSは今後、タイ国内のグ
ループ企業にも今回構築したシステ
ムを横展開する考えだ。古澤氏は「今
回、業務プロセスの統一やデータの
共有化をタイのグループ企業にも広
げる道筋をつくれました。ThaiNS
にはこれからも、ERPの発展的な活
用などを提案してほしい」と語る。
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